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要旨 

  本資料は、土木研究所研究評価委員会、土木研究所研究評価分科会における研究評価の結

果を取りまとめたものである。 
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まえがき 

 

 
平成１３年４月１日に発足した独立行政法人土木研究所（以下「土木研究所」という）は、国

土交通大臣から指示された「独立行政法人土木研究所が達成すべき業務運営に関する目標」（以

下「中期目標」という）に基づき「独立行政法人土木研究所の中期目標を達成するための計画」

（以下「中期計画」という）を策定し、国土交通大臣の認可を受けた上で、これに沿って研究開

発を進めている。土木研究所では、中期計画に示された「社会資本の整備・管理に係る社会的要

請の高い課題への早急な対応」が必要な研究開発を「重点プロジェクト研究」として位置づけ、

この研究開発に研究費のうち概ね４０％を充当し、「中期目標」期間中に重点的かつ集中的に研

究開発を進めることにしている。 

 重点プロジェクト研究は、「国の研究開発評価に関する大綱的指針」（平成１３年１１月２８日） 

の趣旨に基づき、プロジェクトリーダの自己評価・土木研究所の内部評価に加え、大学・民間の

研究者などの専門性の高い学識経験者による外部評価を受けることになっている。このため、土

木研究所では「独立行政法人土木研究所研究評価要領」を策定し、土木研究所研究評価委員会・

分科会を設置し審議を行っている。 

 平成１６年度は、平成１４年度から開始した重点プロジェクト研究が３年度目をむかえ、中間

評価を行った。また、１５年度に終了した個別課題については、事後評価を実施した。 

 本報告書は、平成１６年度におけるこれら中間評価・事後評価について、土木研究所研究評価

委員会・分科会の審議の結果をまとめて印刷したものである。 

  

   
                         平成１６年６月 

                              土木研究所研究評価委員会 

                              独立行政法人土木研究所 
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第１章  研究評価の方法 

１、 独立行政法人 土木研究所 研究評価要領 

土木研究所が策定した「独立行政法人土木研究所研究評価要領」（以下、「研究評価要領」とい

う。）の全文を以下に示す。 

 

 

 

独立行政法人土木研究所研究評価要領 

 

第 1章  総則 
第 1条  目的 
この要領は、独立行政法人土木研究所（以下、「研究所」という。）が実施する研究の評

価にあたり、必要となる事項を定めることを目的とする。 
 
第 2条  研究評価所内委員会 
1.  研究所が実施する研究を評価するため、研究所内部の役職員で構成される研究評価所
内委員会（以下、「内部評価委員会」という。）を設置する。 

2.  内部評価委員会の委員長は理事とし、委員は研究調整官、地質官、総務部長、企画部
長、技術推進本部長、ユネスコセンター設立推進本部長、各研究グループ長および研究

企画官とする。なお、委員長が必要と認めた場合には、委員以外の者を委員会に参加さ

せることができる。 
3.  内部評価委員会は、第 5 条に規定する研究について評価し、その結果を理事長に提出
するものとする。 

4.  内部評価委員会の事務局は、企画部研究企画課に置く。 
 
第 3条  土木研究所研究評価委員会 
1.  研究所が実施する研究のうち重要な研究を評価するため、大学、民間等における専門
性の高い学識経験者で構成される土木研究所研究評価委員会（以下、「外部評価委員会」

という。）を設置する。 
2.  外部評価委員会の委員は 10名程度とする。 
3.  委員は、理事長が選任して委嘱する。 
4.  外部評価委員会に委員長及び副委員長を置く。委員長は、委員の互選によって決定し、
副委員長は、委員長が委員の中から指名する。 

5.  外部評価委員会の委員の任期は 2年とする。ただし、その再任は妨げない。 
6.  外部評価委員会は、内部評価委員会の評価結果および第 4 条に定める土木研究所研究
評価分科会（以下、この条において「外部評価分科会」という。）の評価結果に基づいて

第 6条に規定する研究について評価し、その結果を理事長に提言するものとする。 
7.  前項の評価にあたり、委員長が必要と認めた場合には、外部評価分科会の委員を委員
会に参加させることができる。 

8.  外部評価委員会の事務局は、企画部研究企画課に置く。 



 
第 4条  土木研究所研究評価分科会 
1.  外部評価委員会による研究の評価を効率的に実施するため、外部評価委員会の下に大
学、民間等における専門性の高い学識経験者で構成される土木研究所研究評価分科会（以

下、「外部評価分科会」という。）を設置する。外部評価分科会の数は概ね 5以下とする。 
2.  外部評価分科会の委員は、分科会長を含めて 3名程度とする。 
3.  外部評価分科会の委員は、理事長が選任して委嘱する。ただし、分科会長は、外部評
価委員会の委員長が外部評価委員会の委員の中から指名し、理事長が委嘱する。 

4.  外部評価分科会の委員の任期は 2年とする。ただし、その再任は妨げない。 
5.  外部評価分科会は、内部評価委員会の報告に基づいて第 6 条に規定する研究について
評価し、その結果を外部評価委員会に報告するものとする。 

6.  各外部評価分科会の事務局は、企画部研究企画課および当該外部評価分科会で評価を
受ける研究を実施する代表研究グループに置く。 

 
第 2章  評価の対象となる研究 
第 5条  研究評価所内委員会が評価する研究 
内部評価委員会が評価する研究は、次に掲げる全ての研究とする。 
①  運営費交付金を用いて実施する研究 
②  受託等に基づく研究のうち、理事長が内部評価委員会による評価を必要と判断し
た研究 

 
第 6条  土木研究所研究評価委員会が評価する研究 
外部評価委員会が評価する研究は、次に掲げる全ての研究とする。 
①  独立行政法人土木研究所の中期目標を達成するための計画に謳われた重点プロジ
ェクト研究 
②  その他、理事長が外部評価委員会による評価を必要と判断した研究 

 
第 3章  研究の評価と結果の公表 
第 7条  評価時期 
内部評価委員会、外部評価委員会および外部評価分科会による研究の評価は、次に掲げ

る時期に実施する。ただし、研究期間が 3 年以下の研究については、中間段階の評価を省
略することができる。 
①  研究の着手前 
②  研究の中間段階 
③  研究の完了後 
④  その他、内部評価委員会、外部評価委員会および外部評価分科会が必要と認めた
時期 

 
第 8条  研究の着手前の評価 
1.  研究の着手前の評価（以下、「事前評価」という。）は、研究を開始する年度の前年度
に実施する。 

2.  事前評価においては、次の事項について審議し、研究の実施の適否を評価する。 
①  研究の必要性 



②  達成すべき目標 
③  研究の実施体制 
④  自己評価結果 
⑤  その他、研究の内容に応じて必要となる事項 

 
第 9条  研究の中間段階の評価 
1.  研究の中間段階の評価（以下、「中間評価」という。）は、研究を開始年度の翌々年度
に実施する。 

2.  中間評価においては、次の事項について審議し、研究の継続の適否を評価する。 
①  研究の進捗状況 
②  研究計画の修正の必要性 
③  自己評価結果 
④  その他、研究の内容に応じて必要となる事項 

 
第 10条  研究の完了後の評価 
1.  研究の完了後の評価（以下、「事後評価」という。）は、研究を完了した年度の翌年度
に実施する。 

2.  事後評価においては、次の事項について審議し、実施した研究の効果を評価する。 
①  研究の成果 
②  自己評価結果 
③  その他、研究の内容に応じて必要となる事項 

 
第 11条  評価結果の公表 
1.  内部評価委員会による評価結果は、インターネットにより公表する。 
2.  外部評価委員会および外部評価分科会の評価結果は、インターネットによる公表の 
ほか、土木研究所資料としてとりまとめて公表する。 

 
第 4章  研究の実施 
第 12条  実施または継続する研究の決定 
研究所が実施または継続する研究は、内部評価委員会および外部評価委員会の事前 
評価または中間評価の結果を踏まえ、理事長が決定する。 

 
附則 
この要領は、平成 13年 4月 1日から適用する。 
 この要領は、平成 16年４月 20日から施行する。 

 
 

 

 

 

 

 



２  土木研究所研究評価委員会、土木研究所研究評価分科会の構成 

 
14個の重点プロジェクト研究の研究評価にあたり、「研究評価要領」に基づいて 5つの土木研

究所研究評価分科会を設置し、各重点プロジェクト研究について詳細に研究評価を実施している。

この際、“専門性の高い学識経験者による外部評価”を可能とするため、14個の重点プロジェク

ト研究をその専門性に応じて次のように分類し、各分科会で担当することとした。 
 
 
 

土木研究所 
研究評価 
第 1分科会 

： 土木構造物の経済的な耐震補強技術に関する研究 
： 超長大道路構造物の建設コスト縮減技術に関する研究 

土木研究所 
研究評価 
第 2分科会 

： 構造物の耐久性向上と性能評価方法に関する研究 
： 社会資本ストックの健全度評価・補修技術に関する研究 
： 新材料・未利用材料・リサイクル材を用いた社会資本整備に関する研究 

土木研究所 
研究評価 
第 3分科会 

： のり面・斜面の崩壊・流動災害軽減技術の高度化に関する研究 
： 地盤環境の保全技術に関する研究 
： 環境に配慮したダムの効率的な建設・再開発技術に関する研究 

土木研究所 
研究評価 
第 4分科会 

： 水環境における水質リスク評価に関する研究 
： 河川・湖沼における自然環境の復元技術に関する研究 
： 閉鎖性水域の底泥対策技術に関する研究 

土木研究所 
研究評価 
第 5分科会 

： 流域における総合的な水循環モデルに関する研究 
： ダム湖及びダム下流河川の水質・土砂制御技術に関する研究 
：  都市空間におけるヒートアイランド軽減技術の評価手法に関する研究 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



土木研究所「研究評価委員会」、土木研究所「研究評価分科会」の委員長、副委員長、分科会

長および委員は、次のとおりである。 

 
＜土木研究所研究評価委員会＞ 

委員長 玉井信行 金沢大学工学部土木建設工学科 教授 

副委員長 龍岡文夫 東京理科大学理工学部土木工学科 教授 

委員 川島一彦 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻 教授 

委員 田村武 京都大学大学院工学研究科土木工学専攻 教授 

委員 水山高久 京都大学大学院農学研究科森林科学専攻 教授 

委員 松井三郎   京都大学地球環境学大学院地球環境学堂環境調和型産業論分野 教授   

委員 山田正 中央大学理工学部土木工学科 教授 

 
＜土木研究所研究評価第 1分科会＞ 

分科会長 川島一彦 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻 教授 

委員 亀岡美友 日本建設機械化協会建設機械化研究所 研究第一部長 

委員 古関潤一 東京大学生産技術研究所人間・社会大部門 教授 

委員 古屋信明 防衛大学校システム工学群建設環境工学科 教授 

＜土木研究所研究評価第 2分科会＞ 

分科会長 田村武 京都大学大学院工学研究科土木工学専攻 教授 

委員 前田研一 東京都立大学土木工学科 教授 

委員 宮川豊章 京都大学工学部大学院工学研究科土木工学専攻 教授 

委員 山田優 大阪市立大学工学部環境都市工学科 教授  
＜土木研究所研究評価第 3分科会＞ 

分科会長 水山高久 京都大学大学院農学研究科森林科学専攻 教授 

委員 大町達夫 東京工業大学大学院総合理工学研究科人間環境システム専攻 教授 

委員 西垣誠 岡山大学環境理工学部環境デザイン工学科地盤環境評価学講座 教授 

＜土木研究所研究評価第 4分科会＞ 

分科会長 松井三郎 京都大学地球環境学大学院地球環境学堂環境調和型産業論分野 教授 

委員 辻本哲郎 名古屋大学大学院工学研究科地圏環境工学専攻 教授 

委員 細見正明 東京農工大学工学部応用化学科 教授 

委員 鷲谷いづみ 東京大学農学生命科学研究科 教授 

＜土木研究所研究評価第 5分科会＞ 

分科会長 山田正 中央大学理工学部土木工学科 教授 

委員 浅枝隆 埼玉大学大学院理工学研究科環境制御工学専攻 教授 

委員 藤田裕一郎 岐阜大学流域圏科学研究センター 教授 

（敬称省略） 



3.  研究評価を受ける研究課題 

（１） 中間評価を受ける重点プロジェクト研究 

本年度に中間評価を受ける重点プロジェクト研究について研究名とその内容を「中期計画」か

ら抜粋して示す。 

ア）  安全の確保に係る研究開発 

①  土木構造物の経済的な耐震補強技術に関する研究 

中期目標期間中の研究成果： 

・橋梁の地震時限界状態の信頼性設計式の開発 

・コスト低減を考慮した既設橋梁の耐震補強法の開発 

・簡易変形量予測手法に基づく堤防の液状化対策としての地盤改良工法の設計技術の開

発 

②  のり面・斜面の崩壊・流動災害軽減技術の高度化に関する研究 

中期目標期間中の研究成果： 

・危険箇所、危険範囲の予測と総合的なハザードマップの作成技術の開発 

・数値解析によるのり面・斜面保全工設計手法の開発 

・GIS、ITを用いたのり面・斜面管理技術およびリスクマネジメント技術の開発 

 
イ）  良好な環境の保全・復元に係る研究開発 

⑦  ダム湖及びダム下流河川の水質・土砂制御技術に関する研究 

中期目標期間中の研究成果： 

・貯水池における土砂移動形態の予測技術の開発 

・ダム下流河川の環境改善を目指したダムの放流手法の開発 

・水質保全設備の効果的な運用による貯水池の水質対策技術の開発 

・下流への土砂供給施設の設計手法の開発 

⑧  閉鎖性水域の底泥対策技術に関する研究 

中期目標期間中の研究成果： 

・底泥からの栄養塩類溶出量の推定手法の開発 

・水環境を改善するための底泥安定化手法の開発 

・流入河川からのセディメント（堆積物）の抑制手法の開発 

 
ウ）  社会資本整備の効率化に係る研究開発 

⑩  構造物の耐久性向上と性能評価方法に関する研究 

中期目標期間中の研究成果： 

・長寿命化のための設計技術の開発 

・解析および実験による橋梁の性能検証法の開発 



・地盤強度のばらつきを考慮した地中構造物の安全性評価法の開発 

・大型車の走行による橋梁の応答特性の解明および重量制限緩和技術の開発 

・性能規定に対応した品質管理方法の開発 

⑭  超長大道路構造物の建設コスト縮減技術に関する研究 

中期目標期間中の研究成果： 

・超長大橋の新しい形式の主塔、基礎の耐震設計法の開発 

・耐風安定性に優れた超長大橋上部構造形式の開発 

・薄層化舗装、オープングレーチング床版技術の開発 

・超長大トンネル用トンネルボーリングマシンを用いたトンネル設計法の開発 
 

（２）事後評価を受ける重点プロジェクト研究 

  本年度に中間評価を受ける重点プロジェクト研究について研究名とその内容を「中期計

画」から抜粋して示す。 

イ）  良好な環境の保全・復元に係る研究開発 

⑨  都市空間におけるヒートアイランド軽減技術の評価手法に関する研究 

中期目標期間中の研究成果： 

・都市域におけるヒートアイランド現象のシミュレーション手法の確立 

・緑被や水域など気候緩和効果の予測と評価 

・社会基盤整備に伴うヒートアイランド軽減対策の効果の解明 

 

（３）中間評価を受ける個別課題 

本年度に中間評価を受ける個別課題名を示す。 

① 土木構造物の経済的な耐震補技術に関する研究 

   全体構造系の耐震性能を評価した既設道路橋の耐震補強技術に関する研究 

堤防の耐震対策合理化に関する調査 

液状化地盤上の道路盛土の耐震対策技術に関する試験調査 

② のり面・斜面の崩壊・流動災害軽減技術の高度化に関する研究 

ＧＩＳを用いた道路斜面のリスクマネジメントシステムの開発 

先端的な道路斜面崩壊監視・安定度評価技術の開発 

不確実性を考慮した岩盤斜面ハザード評価技術に関する調査 

岩盤斜面モニタリング手法の高度化に関する試験調査 

火山活動の推移に伴う土泥流発生危険度評価と規模の予測手法に関する研究 

火山地域における泥流氾濫シミレーシン及びハザードマップの精度向上に関する研究 

地すべり抑止杭工の機能及び合理化設計に関する調査 

光フアイバーセンサーによる地すべりの挙動調査           

 



④ 地盤環境の保全技術に関する研究 

建設資材の環境安全性に関する研究 

特殊な岩盤及び岩石による環境汚染の評価手法の開発 

建設事業における地盤汚染の挙動予測・影響評価・制御技術の開発 

⑤ 流域における総合的な水環境モデルに関する研究 

   流域や河川の形態の変化が水環境へ及ぼす影響の解明に関する研究    

⑥ 河川・湖沼における自然環境復元技術に関する研究 

   水域の分断要因による水生生物への影響の把握と水域のエコロジカルネットワークの 

保全復元手法に関する研究 

⑦ ダム湖およびダム下流河川の水質・土砂制御技術に関する研究       

土砂による水路の磨耗・損傷予測と対策に関する調査 

⑧ 閉鎖性水域の底泥対策技術に関する研究 

    底泥ー水間の物質移動に関する調査 

底泥中の有機性有害物質の実態および挙動に関する調査 

流入河川からのセェディメント（堆積物）の抑制手法の開発 

⑩ 構造物の耐久性向上と性能評価手法に関する研究 

舗装の長寿命化に関する研究 

トンネル覆工の設計合理化に関する試験調査  

液状化地盤の変形に基づく橋梁基礎の耐震設計法に関する試験研究 

橋の動的解析に用いるための基礎のモデル化に関する試験調査 

橋梁の耐風安定性評価手法の開発に関する調査 

土木構造物の耐震性能評価方法に関する国際共同研究 

走行車両による橋梁振動の抑制手法に関する試験調査 

舗装の耐久性を考慮した路床の性能規定に関する調査 

⑪ 社会資本ストックの健全度評価・補修技術に関する調査 

    アースアンカーの健全度診断・補強方法に関する研究 

⑫ 新材料・未利用材料・リサイクル材を用いた社会資本整備に関する研究  

下水汚泥を活用した有機質廃材の資源化・リサイクル技術に関する調査 

⑬ 環境に配慮したダムの効率的な建設・再開発技術に関する研究 

    複雑な地質条件のダム基礎岩盤の力学的設計の合理化に関する調査 

⑭ 超長大道路構造物の建設コスト縮減技術に関する研究  

超長大橋下部構造の設計･施工の合理化に関する試験調査  

大規模地震を想定した長大橋梁の耐震設計法の合理化に関する試験調査 

経済性・耐風製に優れた超長大橋の上部構造に関する調査 

 
      



 
（４）事後評価を受ける個別課題 

本年度に事後評価を受ける個別課題名を示す。 

⑦ ダム湖およびダム下流河川の水質・土砂制御技術に関する研究 

貯水池堆砂の予測手法に関する調査  

貯水池放流水の水温・濁度制御に関する調査  

⑨ 都市空間におけるヒートアイランド軽減技術の評価手法に関する研究 

     都市環境に配慮した舗装構造に関する研究  

ヒートアイランド現象軽減手法の費用対効果に関する研究  

⑩ 構造物の耐久性向上と性能評価手法に関する研究 

 信頼性を考慮した橋梁全体系の地震時限界状態設計法に関する試験調査            

上下部構造の連成を考慮した耐震性能の実験的検証法に関する研究              

鋼構造物の劣化状況のモニタリングに関する調査 

⑪ 社会資本ストックの健全度評価・補修技術に関する調査 

既設コンクリート構造物の補修技術開発 

コンクリート構造物の維持管理計画に関する研究 

舗装マネジメントシステムの実用化に関する研究 

⑬ 環境に配慮したダムの効率的な建設・再開発技術に関する研究 

 ダム機能強化のための放流設備設計手法に関する調査 

濁沸石等含有岩石のダムコンクリート骨材としての有効利用に関する調査 

 ⑭ 超長大道路構造物の建設コスト縮減技術に関する研究 

薄層化橋面舗装の施工性能向上に関する研究 

経済性に優れた長大トンネルの掘削方法に関する試験調査 

 

４ 評価項目と評価の手順 
 土木研究所研究評価委員会（以下「研究評価委員会」と言う）による重点プロジェクト研究

の研究評価は、以下に示すように、2段階にわたって実施した。 

 まず、土木研究所研究評価分科会（以下「研究評価分科会」と言う）では、土木研究所研究評

価所内委員会（内部評価）を経て作成した「中間評価シート」「事後評価シート」を用いて、プ

ロジェクトリーダー等が以下の点を説明した。 

中間評価については「研究の進捗状況」「進捗度（自己評価）」「主な発表論文」「事業・社会へ

の貢献」「プロジェクトリーダーの分析」「計画変更の必要性とその内容」の説明を行った。 

事後評価については、「目標の達成状況」「自己評価」「主な発表論文」「事業・社会への貢献」

「特許等の取得」「成果の普及」「プロジェクトリーダーの分析」の説明を行った。 

そして、質疑応答を行った後、各分科会委員がその評価結果を評価シートに記載した。また、

土木研究所は、評価委員のコメントに対する対応を作成し、各分科会委員の了解を得た。 



 次に、研究評価委員会では、各研究評価分科会が行った評価結果に基づいて全般的な審議を行

い、各分科会の評価結果の総括を行うとともに、研究の進捗状況を確認して全体評価を行った。

また、今後重点プロジェクト研究の実施に当たっての留意事項を指摘した。 

 評価に用いたシートは、以下に示す評価項目からなっている。 

 

（１） 中間評価シートの評価項目と評価シート 

  評価項目 

 進捗状況：本研究の進捗状況について、「速い」「予定どおり」「やや遅い」「遅い」の４段

階の評価を行う。 

   成果の発表：研究の成果についてその発表が「適切」「やや不十分」「不十分」の３段階の

評価を行う。 

   総合評価：研究の継続の観点から以下に示す５つの分類から総合評価を示す。 

□ 当初計画通り、研究を継続 

□ 提案どおり、実施計画を変更して、研究を継続 

□ 右の指摘を踏まえて、研究計画を修正して、研究を継続 

□ 右の指摘を踏まえて、研究計画を見直して再審議 

□ 右の理由により 中止 

   評価結果に関して、具体的なコメントを記入する。 

中間評価シートを図―１（重点プロジェクト研究全体の評価）図―２（個別課題の評価）

に示す。 

 

（２） 事後評価の評価項目と評価シート 

  評価項目 

   研究成果：研究成果について、以下の４分類から評価を行う。 

□ 本研究で目指した目標を達成でき、技術的に大きな貢献を果たしたと評価され

る。 

□ 本研究で目指した目標を達成できない部分もあったが、技術的貢献は評価され

る。 

□ 技術的貢献は必ずしも十分ではなかったが、研究の取り組みは評価される。 

□ 研究の取り組みは不十分であり、今後改善を要す。 

   成果の発表：研究の成果についてその発表が「適切」「やや不十分」「不十分」の３段階の

評価を行う。 

   成果普及への取り組み：研究の普及についてその取り組みが「適切」「やや不十分」「不十

分」の３段階の評価を行う。これらに当てはまらない場合は「□その他」とし、

コメントを記入する。 

   評価結果に関して、具体的なコメントを記入する。 



      

事後評価シートを図―３（重点プロジェクト研究全体の評価）図―４（個別課題の評価）

に示す。



 

    図―１   重点プロジェクト研究 中間評価シート （全体評価）  

重点プロジェクト名  
研究担当  予算総額  
研究期間  プロジェクトリーダー  

 
実施計画に掲げた達成目標 研究の進捗状況 進捗度（自己評価） 

 
 

達成目標と 

進捗度 

  
 

□速い □予定どおり □やや遅い □遅い 
 

主な発表論文  

事業・社会への

貢献 

 

プロジェクト

リーダーの分

析 

 
 

 
計画変更 変更箇所 変更理由 

□ あり 
□ なし 

□ 個別課題の設定 
□ 研究体制 
□ 予算規模 
□ その他 

 

 
                           評価委員の評価 

進捗状況 □速い □予定どおり □やや遅い □遅い 

成果の発表 □適切 □やや不十分 □不十分 

 

総合評価 

（研究の継続）

□ 当初計画どおり、研究を継続 
□ 提案どおり 実施計画を変更して 研究を継続 
□ 右の指摘を踏まえて、研究計画を修正して 研究を継続 
□ 右の指摘を踏まえて、研究計画を見直して再審議 
□ 右の理由により 中止 

【評価者のコメント】 

 



 
 

       図―２     重点プロジェクト研究 中間評価シート （個別評価）  

重点プロジェクト名  プロジェクトリーダー  
個別課題名  研究担当  
研究期間  予算総額  

 
実施計画に掲げた達成目標 研究の進捗状況 進捗度（自己評価） 

①  □速い □予定どおり □やや遅い □遅い 
②  □速い □予定どおり □やや遅い □遅い 
③  □速い □予定どおり □やや遅い □遅い 

 
 
達成目標と 

進捗度 

④  □速い □予定どおり □やや遅い □遅い 
主な発表論文  

事業・社会への

貢献 

 

 

プロジェクト

リーダの分析 

 

 
計画変更 変更箇所 変更理由 

 
□ あり 
□ なし 

□ 達成目標  □研究体制 
□ 研究期間  □研究予算 
□ 年次計画  □その他 

 

 
                           評価委員の評価 

進捗状況 □速い □予定どおり □やや遅い □遅い 

成果の発表 □適切 □やや不十分 □不十分 

 

総合評価 

（研究の継続）

□ 当初計画どおり、研究を継続 
□ 提案どおり 実施計画を変更して 研究を継続 
□ 右の指摘を踏まえて、研究計画を修正して 研究を継続 
□ 右の指摘を踏まえて、研究計画を見直して再審議 
□ 右の理由により 中止 

【評価者のコメント】 

 
 



図―３    重点プロジェクト研究 事後評価シート（全体評価）                       
重点プロジェクト名  研究期間  予算総額  

プロジェクトリーダ  研究担当  
 

実施計画書に掲げた達成目標 目標の達成状況（目標が達成できなかった場合にはその理由） 自己評価 

研究への取り組み 目標の達成度 ①    

□ 適切 

□ やや不十分 

□ 不十分 

□ 達成 

□一部達成 

□ 未達成 

研究への取り組み 目標の達成度 

達成目標 

と達成度 

（研究成果） ②    

□ 適切 

□ やや不十分 

□ 不十分 

□ 達成 

□一部達成 

□ 未達成 

主な発表論文 
①   

②   

事業・社会への

貢献 

  

特許等の取得   

成果の普及 
 

 

プロジェクト

リーダの分析 

 

 

 
 

評価委員の評価 

研究成果 

□  本研究で目指した目標を達成でき、技術的に大きな貢献を果たしたと評価される 
□  本研究で目指した目標を達成できない部分もあったが、技術的貢献は評価される 
□  技術的貢献は必ずしも十分でなかったが、研究への取り組みは評価される 
□  研究への取り組みは不十分であり、今後、改善を要す 

成果の発表 □ 適切     □ やや不十分     □ 不十分 

成果普及への

取り組み 

□ 適切     □ やや不十分     □ 不十分 
□ その他（                          ） 

 
【評価者のコメント】 

 



図―４    重点プロジェクト研究 事後評価シート（個別課題）                         
重点プロ名  研究期間  予算総額  
個別課題名  プロジェクトリーダ  研究担当  

実施計画書に掲げた達成目標 目標の達成状況（目標が達成できなかった場合にはその理由） 自己評価 

研究への取り組み 目標の達成度 ①    

□ 適切 
□ やや不十分 
□ 不十分 

□ 達成 
□一部達成 
□ 未達成 

研究への取り組み 目標の達成度 

達成目標 

と達成度 

（研究成果） ②    
□ 適切 
□ やや不十分 
□ 不十分 

□ 達成 
□一部達成 
□ 未達成 

主な発表論文 
①   
②   

事業・社会への

貢献 

  

特許等の取得   

成果の普及 
 
 

プロジェクト

リーダの分析 

 
 
 

評価委員の評価 

研究成果 

□  本研究で目指した目標を達成でき、技術的に大きな貢献を果たしたと評価される 
□  本研究で目指した目標を達成できない部分もあったが、技術的貢献は評価される 
□  技術的貢献は必ずしも十分でなかったが、研究への取り組みは評価される 
□  研究への取り組みは不十分であり、今後、改善を要す 

成果の発表 □ 適切     □ やや不十分     □ 不十分 

成果普及への

取り組み 

□ 適切     □ やや不十分     □ 不十分 
□ その他（                          ） 

 
【評価者のコメント】 

 

     



 
５ 研究評価委員会 分科会 開催状況 
 

 平成１６年度の研究評価委員会・研究評価分科会の開催状況は以下のとおりである。なお、

研究評価委員会、各研究評価分科会の審議内容は巻末の議事録に示す。 

 

<土木研究所 研究評価委員会＞ 

  平成１６年６月１６日（水）   虎ノ門パストラル  

 

 

 

＜土木研究所研究評価第１分科会＞ 

平成１６年 ６月 ９日（水）  虎ノ門パストラル  

   

 

＜土木研究所研究評価第２分科会＞ 

  平成１６年 ６月 １日（火）   砂防会館 別館 

 

 

＜土木研究所研究評価第３分科会＞ 

平成１６年 ５月３１日（月）   砂防会館 別館 

 

 

＜土木研究所研究評価第 4分科会＞ 

  平成１６年 ５月２１日（金）  八重洲富士屋ホテル  

 

 

＜土木研究所研究評価第 5分科会＞ 

  平成１６年 ５月２８日（金）  東京八重洲ホール 

 

 

 

 


